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令和７年５月定例教育委員会議事録

開 閉 日 時 令和７年５月１２日 午後 １時３０分開会

午後 ２時３７分閉会

開 催 場 所 志木市役所 教育委員会議室

委員の出席状況

出

席

柚木博教育長、岩澤千惠子教育長職務代理者、

上野幸子委員、飯田昌利委員、可知良之委員

欠

席

なし

説明のため出席

した者の氏名・

職名

今野教育政策部長、成田参事兼教育総務課長、土崎参事兼生涯学習課長

、徳留生涯学習課主幹

会 議 書 記 石田教育総務課主事

傍 聴 人 ２人

会 議 内 容

議 題

第１７号議案 志木市教育委員会事務点検評価委員の委嘱について

第１８号議案 志木市教育委員会事務点検評価委員の委嘱について

第１９号議案 工事請負契約の締結について

第２０号議案 工事請負契約の締結について

第２１号議案 志木市文化財保護審議会委員の委嘱について

報告事項

「志木の田子山富士塚」地盤調査業務委託（第１期）に係る調査結

果概要報告について

その他
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審議内容（発言者、発言の要旨）

○柚木教育長

令和７年５月定例教育委員会会議の開会を宣す。

傍聴希望者について、傍聴を許可した。

＊＊ 傍聴人 入場 ＊＊

議事録署名委員に上野委員を指名した。

会議書記に石田主事を指名した。

４月定例教育委員会議事録を各委員に諮り、承認された。

◎教育委員会報告

○今野教育政策部長

令和７年４月定例教育委員会後の教育委員会の主な動きを報告する。

・４月２２日 養護教諭研修会

・４月２３日 令和７年度朝霞地区教育委員会連合会定期総会

学校運営協議会任命書交付式

令和７年度子どもの読書活動優秀実践図書館文部科学大臣表彰式

・５月 １日 定例教頭会議

・５月 ２日 学校運営協議会任命書交付式

・５月 ８日 定例校長会議

令和７年度関東地区都市教育長協議会総会

・５月 ９日 令和７年度関東地区都市教育長協議会分科会

学校運営協議会任命書交付式

志木中学校区学校運営協議会任命書交付式

・５月１０日 志木市郷土芸能団体連合会定期総会

・５月１１日 志木市子ども会育成連絡協議会定期総会

教育長発議

○柚木教育長

第１７号議案及び第１８号議案 志木市教育委員会事務点検評価委員の委嘱について及

び第２１号議案 志木市文化財保護審議会委員の委嘱については、人事案件であるため、

志木市教育委員会会議規則第５条第１項第１号の規定により、第１９号議案及び第２０号

議案 工事請負契約の締結については、市議会への提案事項であり、市長に対する意見の

申出にあたるため、志木市教育委員会会議規則第５条第１項第３号の規定により、会議を

公開しないことを発議する。
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教育長の発議を受けて、採決した結果、第１７号議案、第１８号議案及び第２１号議案

については、志木市教育委員会会議規則第５条第１項第１号の規定により、第１９号議

案及び第２０号議案については、志木市教育委員会会議規則第５条第１項第３号の規定

により、会議を公開しないことを議決した。

○柚木教育長

第１７号議案から第２１号議案については、非公開案件であるため会議の最後に審議する

こととしてよいか｡

○全委員

了承する。

◎報告事項 「志木の田子山富士塚」地盤調査業務委託（第１期）に係る調査結果概要

報告について

○土崎参事兼生涯学習課長

国の重要有形民俗文化財である志木の田子山富士塚の保存活用計画策定に向け、委員会を

立ち上げ取り組んでいるが、昨年度に実施した地盤調査業務委託（第１期）の調査結果を担

当より報告する。

○徳留生涯学習課主幹

志木の田子山富士塚保存活用計画の策定に向け、令和６、７年度に計画している地盤調査

について、第１期分（令和６年度分）の結果を報告する。調査の結果、田子山富士塚の表層下

２～５ｍ程度までは軟弱で崩壊リスクの高い構造であること、表層下２～５ｍよりも深く補

強・改良しなければ根本的な対策にならないことが判明した。この結果を受け、保存と活用

に係る今後の方向性について、具体的措置や活用への影響を踏まえ複数の方針案を検討して

おり、令和７年度の地盤調査の結果や、保存活用計画策定委員会等の議論を踏まえながら慎

重に判断していきたい。今後のスケジュールとしては、令和７年度４月から６月にかけて地

盤調査第２期を実施し、保存活用計画（案）を作成後、年度末に国の認定を受け、令和８年度

から計画に基づいた事業の実施を予定している。この他、調査の詳細等については資料のと

おりである。

○委員

保存と活用に係る今後の方向性のなかで、方針によっては景観が一部悪化するということ

だが、具体的にどのように悪化することを想定しているのか。

○徳留生涯学習課主幹

ワイヤーネットを用いた補強工事は、表面に数箇所ネットを貼るため、石造物等の見やす

さや、迫力が失われてしまうことが予想される。また、モルタルでの補強を実施した場合は、

石同士の隙間からモルタルが見えるため景観を損ねてしまう可能性があると考えている。



4

○委員

国の重要有形民俗文化財に指定されるより以前から田子山富士塚を保存してきた人たちの

意見を伺うことも大事であると思うが、どう考えているか。

○徳留生涯学習課主幹

田子山富士塚の保存活用計画策定委員会には、所有者である敷島神社や、田子山富士保存

会の会員も入り議論しており、各団体の会員に対し現状を伝えるための説明会を実施した。

○委員

工事等を実施することになった場合、費用はどのように負担することを考えているのか。

○徳留生涯学習課主幹

保存活用計画が策定され、国の認定を受けた場合、計画に基づいて行われる事業であれば

、国から半分、県から４分の１の割合で国庫・県費の補助が期待できるため、市や所有者から

は８分の１の負担を想定しているが、保存会の資力によっては実施できる方策も限られてし

まう状況である。

○委員

市にとって大切なものを残していくために、代々まちを作ってきた人々の気持ちを鑑みて

、全て行政で請け負ってしまうのではなく、行政がやるべきこと、市民等の民間がやるべき

ことをわけることも大切なのではないかと感じた。

○徳留生涯学習課主幹

田子山富士塚の保存や活用を通じ、所有者や保存会だけでなく、田子山富士塚に関わる全

ての人が関わり合い、まち作りに活かされている。各々の気持ちも大切にしつつ、今後も田

子山富士塚を残していくためには軸や指針を作らなければならない。その指針を作る意義が

保存活用計画の策定にあると考えており、委員会での議論を踏まえながら形にしていきたい

。

○委員

今後第２期の地盤調査が始まるということだが、どのような調査になるのか。

○徳留生涯学習課主幹

第２期で予定しているのは電気探査で、富士塚に電極を刺して電気を流したときの電極か

ら電極までの電気抵抗により、水分量や密度等の内部構造を把握するものである。特に密度

がわかることで富士塚全体の重量を把握できるため、どの程度の重量がかかると壊れてしま

うか等の結果を出していきたいと考えている。なお、調査の着手は６月頃を想定している。

事務局より、次回定例教育委員会の日程を確認する。
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○柚木教育長

公開による議事は終了とし、これより非公開とする。

＊＊ 傍聴人 退場 ＊＊

◎第１７号議案 志木市教育委員会事務点検評価委員の委嘱について

◎第１８号議案 志木市教育委員会事務点検評価委員の委嘱について

※第１７号議案については、志木市教育委員会会議規則第１９条第３項に基づき、審議結

果を除き、公表しない。

第１７号議案 志木市教育委員会事務点検評価委員の委嘱については、原案のとおり可決

された。

※第１８号議案については、志木市教育委員会会議規則第１９条第３項に基づき、審議結

果を除き、公表しない。

第１８号議案 志木市教育委員会事務点検評価委員の委嘱については、原案のとおり可決

された。

◎第１９号議案 工事請負契約の締結について

※第１９号議案については、志木市教育委員会会議規則第１９条第３項に基づき、審議結

果を除き、公表しない。

第１９号議案 工事請負契約の締結については、原案のとおり可決された。

◎第２０号議案 工事請負契約の締結について

※第２０号議案については、志木市教育委員会会議規則第１９条第３項に基づき、審議結

果を除き、公表しない。

第２０号議案 工事請負契約の締結については、原案のとおり可決された。

◎第２１号議案 志木市文化財保護審議会委員の委嘱について

※第２１号議案については、志木市教育委員会会議規則第１９条第３項に基づき、審議結

果を除き、公表しない。

第２１号議案 志木市文化財保護審議会委員の委嘱については、原案のとおり可決された。
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○柚木教育長

他になければ、これをもって令和７年５月定例教育委員会を閉会する。

教育長

会議録署名委員

（※署名は原本）


